
      第４８回  山形新聞・山形放送杯争奪卓球大会 

                          開  催  要  項 

 

（１）名  称    第４８回山形新聞・山形放送杯争奪卓球大会 

（２）期  日    平成２２年４月２９日（木曜日・昭和の日） 

                  開会式  午前９時３０分 

（３）会  場    河北町民体育館         開館 8時10分 

         西村山郡河北町谷地所岡77  電話 0237ｰ73ｰ4395 

（４）主  催    山形県卓球協会 

（５）主  管    西村山地区卓球協会 河北町卓球連盟 

（６）後  援    日本卓球株式会社 

（７）競技種目    男子総合団体戦 女子総合団体戦 

（８）試合方法    ５シングルスとし、３点先取法によるトーナメント戦方式と 

する。なお、両チーム１回目の試合は、勝敗に係わらず５番 

目まで行う。 

（９）ﾁｰﾑ 編成 監督１名、コーチ１名、選手５～８名をもって構成する。 

監督・コーチが選手を兼ねることもできる。なお、兼ねる 

場合は、選手欄にもその旨記入すること。 

（10）競技規則 現行の日本卓球ルールによる。 

・ １ゲーム１１本制とし、１マッチは５ゲームで、３ゲーム 

先取した競技者の勝ちとする。 

・ タイムアウト制は、適用しない。 

・ 促進ルールについては、適用時間を１０分とする。 

・ 同じユニフォームによる対戦をさけるため、２種類以上の 

ユニフォームを持参のこと。 

・ 接着剤の使用については、指定された場所のみで行うこと。 

(11)参加資格    １．山形県卓球協会に団体加盟されているチームであり、かつ チ

ーム構成員が（財）日本卓球協会の登録者であること。 

２．同一チームでも、Ａ・Ｂを付して２チームまで出場する 

 ことができる。但し、同一選手が２チームに重複して出場 

することはできない。 

                  ３．職場とクラブに二重登録している選手は、その何れか一  

           方から出場できるが、２チームに重複して出場することは 

できない。 

                  ４．高校、大学及びこれらに準ずるチームに顧問あるいはＯＢ 

が加わる場合は、一般の部扱いとなる。この場合、学校加盟と

は別に、新規にクラブ加盟が必要であり（登録料は必要なし）、

参加者全員のゼッケンを購入すること。 



（12）使 用 球    ニッタク硬球 ４０ｍｍ（白） 

（13）参 加 料    一   般  ７，０００円 

                  高校・大学  ５，０００円    小学・中学  ４，０００円 

 

（14）申込方法    所定の参加申込用紙に明記し、参加料を添えて、所属地区協会 

まで申し込むこと。 

                  地区は、申し込みを一括し、県協会事務局まで申込むこと。 

         〒９９１－００６２ 寒河江市緑町１４８ 

県立寒河江工業高等学校 宇野秀俊 気付 

         山形県卓球協会宛 電話０２３７－８６－４２７８ 

                  FAX ０２３７－８６－２９１３ 

         振込口座：山形銀行 寒河江中央支店 普通預金通帳 

         店番号３４４ 口座番号０－４２６－６８７ 

          山形県卓球協会 会長 穂波勝三 

 

（15）申込期限    本要項に記載していないので、所属地区協会の指示によること。

（県協会への申込締切日は、４月７日（水）までとする。） 

 

（16）そ の 他    １．組合せは、４月１０日（土）又は４月１１日（日）に県協会

競技部・組合せ委員会にて行う。 

                  ２．試合当日、試合する人数（最低５名）に満たないチーム  

           は失格とする。また、Ａ、Ｂを付して２チームを編成した 

場合、試合当日にＡ、Ｂ間で選手を移動することは一切で 

きない。 

                  ３．競技する選手は、背中に（財）日本卓球協会配布の平成  

           ２２年度規定のゼッケンを付けること。但し、手続き等の 

遅れによってまだ配布を受けていない場合は、競技委員長 

に申告の上、平成２１年度規定のゼッケンを使用すること 

を特例として認める。 

          なお、ゼッケンの着用がない場合及び私製ゼッケンの着用は 

失格とする。 

                  ４．競技に使用する用具は、ルールに従った正規のものである 

こと。万一、自分の用具に疑問のある場合は、事前に審判長 

に申告して判断を仰ぐこと。 

                  ５．参加する選手は、スポーツ傷害保険に加入すること。 

                  ６．競技全日程を当日中に消化するので、上位に勝ち進んだ  

          場合、ＪＲ支線等の接続が不可能になる場合もあるので、  

          予め承知しておくこと。 



 


